
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆愛知県知事の年頭所感  新春を迎えて 

 あけましておめでとうございます。 

 昨年は、7 月に「IG アリーナ」がついにグランドオープンしました。 

 また、「ジブリパーク」が開園から 3 年を、「STATION Ai」がグランドオープンから 1 周年を迎えた

ほか、「TechGALA Japan 2025」、「愛・地球博 20 祭」、国際芸術祭「あいち 2025」を開催するなど、

国内外から多くの人が愛知を訪れ、賑わいと笑顔に溢れた 1 年となりました。 

 そして、今年は、9 月に「第 20 回アジア競技大会」が、10 月には「第 5 回アジアパラ競技大会」が、

いよいよ開幕を迎えます。 

 県民の皆様と一緒に、両大会を大いに盛り上げ、愛知を更に元気にしてまいりたいと思いますので、

一層のご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 2027 年の「アジア開発銀行年次総会」、2028 年の「技能五輪国際大会」など、今後もビッグプロジェ

クトが目白押しです。 

 これらのプロジェクトを着実に進め、ここ愛知から、日本の成長を牽引してまいります。 

 また、人口減少・少子化対策を始め、社会基盤整備や農林水産業の振興、教育、女

性の活躍、医療・福祉、感染症対策、環境、雇用、多文化共生、防災・交通安全、東

三河地域の振興など、県民の皆様の生活と社会福祉の向上、次代の愛知を担う「人づ

くり」にも全力を注いでまいります。 

 引き続き、すべての人が輝き、未来へ輝く「進化する愛知」の実現に向け、全力で

取り組んでまいりますので、一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。 
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◆防錆技術講演会「優れた機能性を有した陽極酸化皮膜に関する技術開発の最前線」 

の参加者を募集します 

 産業技術センターでは、防錆技術講演会「優れ

た機能性を有した陽極酸化皮膜に関する技術開発

の最前線」を開催します。 

 講演 1 では、複雑形状部材や各種アルミニウム

合金において均一で高品質な酸化皮膜を形成でき

る新しい陽極酸化手法の一つである、プラズマ電

解酸化(PEO)法について、原理、皮膜特性、適用

事例を紹介します。 

 講演 2 では、陽極酸化処理に電解硫酸技術を適

用することで薄い被膜で高い耐食性能を得ること

ができる技術を、更に本技術の硬質陽極酸化への

応用による常温処理化及びCO2排出低減について

紹介します。 

 多くの皆様の御参加をお待ちしています。 

 

 

○日 時  2026 年 2 月 26 日(木) 13:30~16:10 

○内 容   

【講演 1】 

・プラズマ電解酸化皮膜の生成機構とその特徴 

・講師：愛知工科大学 教授 近藤 敏彰氏 

【講演 2】 

・CO2排出低減に向けた電解硫酸法による高

耐食陽極酸化技術の開発 

・講師：(株)アイシン 酒井 尚樹氏 

ミクロエース(株) 永井 達夫氏 

○会 場  産業技術センター 講堂 

○定 員  50 名 

○参 加 費  無料 

○申込期限  2026 年 2 月 19 日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

◆令和７年度「三次元 CAD 研修(CATIA 入門コース)」の参加者を募集します 

 産業技術センターでは、モノづくり企業が自社

製品開発力を向上し競争力を強化していくために

重要な、三次元 CAD や CAE ツールといったデジ

タルツールの活用を支援しています。 

 この度、三次元 CAD「CATIA」の基本的な操作

を学び、三次元設計の基礎技術を体験・習得する

技術者育成研修を開催します。 

 航空業界を始め、多くの業界で用いられている

ハイエンド三次元 CAD「CATIA」の初歩的な操作

を実習で学び、三次元設計の基礎技術を実際に体

験、習得いただけます。 

 皆様の御参加をお待ちしております。 

○日 時  2026年 2月 13日(金) 13:00～17:00 

○内 容  CATIA の概要説明、基本操作、 

ソリッドモデリング、構造解析等 

○会 場  産業技術センター 1F  

CAD/CAM 研修室 

○申込方法  下記 URL から申込書をダウンロー

ドし、必要事項を記入の上、FAX ま

たはE-mailにてお申込みください。 

○定 員  5 名 

○参 加 費  無料 

○申込期限  2026 年 2 月 6 日(金) 17:00 

 

 

 

 

●詳細・申込方法  https://www.aichi-inst.jp/sangyou/ 

●問 合 せ 先  産業技術センター 自動車・機械技術室  電話：0566-45-6904 

FAX：0566-22-8033  E-mail：r7_3d-cad_kenshuu@aichi-inst.jp 

●詳 し く は  https://www.aichi-inst.jp/sangyou/news/up_docs/260226bosei_kouenkai.pdf 

●申込ページ  https://forms.gle/Kku6n5WKBLYUoteD7 

●問 合 せ 先  講義内容について 産業技術センター 金属材料室  電話：0566-45-5645 

お申込みについて 愛知工研協会  電話：0566-24-2080  FAX：0566-24-2575 

E-mail：office@aichi-kouken.jp 

https://www.aichi-inst.jp/other/aisanken_news/
https://www.aichi-inst.jp/sangyou/
https://www.aichi-inst.jp/sangyou/news/up_docs/260226bosei_kouenkai.pdf
https://forms.gle/Kku6n5WKBLYUoteD7
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●詳 し く は  https://www.pref.aichi.jp/press-release/20260116-2.html 

●申込ページ  https://www.aichi-inst.jp/sangyou/other/seminar/ 

●問 合 せ 先  産業技術センター 総合技術支援・人材育成室  電話：0566-45-5640 

◆「製造現場のための DX 支援セミナー ～加工・計測におけるデータ・ 
AI 活用～」の参加者を募集します 

 近年、製造業を取り巻く環境は急速に変化して

おり、デジタル技術を用いた競争力の維持・強化

や人手不足対応が求められています。DX(デジタ

ルトランスフォーメーション)の推進には、手法や

その効果を理解した上で、システムの導入やデー

タ分析・AI の活用を行うことが重要です。 

 そこで、産業技術センターでは、製造現場での

DX 事例を紹介するセミナーを開催します。 

 講演 1 では、聴診棒による感覚的な異常検査を

ポータブル振動計の異なる周波数帯域を同時に計

測できる機能を用いて、数値化・傾向管理し DX

化する手法を解説します。 

 講演 2 では、工作機械の運転データやセンシン

グデータを活用した各種知能化技術と AI 活用技

術を紹介し製造業で課題となる各種ロスを削減し、

生産性改善に直結する効果について解説します。 

 皆様の御参加をお待ちしています。 

○日 時  2026 年 2 月 20 日(金) 13:30～16:00 

◯内 容   

【講演 1】 

・聴診棒診断を DX する－振動の数値化・管理

による技術伝承－ 

・講師：(株)小野測器 小平 桂一氏 

【講演 2】 

・運転データ・センシングデータを活用した工

作機械の知能化技術と AI による生産性向上 

・講師：オークマ(株) 山本 誠栄氏 

○会 場  産業技術センター 1 階 講堂 

○参加費  無料 

○定 員  50 名 

○申込期限  2026 年 2 月 16 日(月) 17:00 

 

 

 

 

 

◆新たに放射率測定器を設置しました 

 三河窯業試験場では、企業の皆様の製品開発や

品質管理を支援するため、放射率測定器を設置し

ました。 

 本測定器は、金属やセラミックスの熱の逃げや

すさ(放熱性能)や、熱の伝えにくさ(断熱性能)の測

定に使用します。測定器のヘッド部の半球面黒体

炉から放射された赤外線を試料表面で反射させ、

その量を測ることで放射率に換算します。常温で

の放射率を簡易に測定す

ることが可能です。 

 当試験場では、本測定

器による依頼試験(有料)

を行っております。是非

お役立てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●詳しくは  https://www.aichi-inst.jp/analytical/machine_search/463.html 

●問合せ先  三河窯業試験場  電話：0566-41-0410 

放射率測定器の外観 

装置名 放射率測定器 

メーカー名 ジャパンセンサー(株) 

形式 TSS-5X-3 

導入年度 2025 年度 

測定方式 
赤外線検出による反射エネ

ルギー測定方式 

測定範囲 放射率 0.00～1.00 

試料寸法 直径 40mm 以上の平板 

測定波長 2～22μm 

周囲温度 10～40℃ (室温) 

依頼試験手数料 2,700 円 / 1 件 

 

放射率測定器の仕様等 

https://www.aichi-inst.jp/other/aisanken_news/
https://www.pref.aichi.jp/press-release/20260116-2.html
https://www.aichi-inst.jp/sangyou/other/seminar/
https://www.aichi-inst.jp/analytical/machine_search/463.html
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１．はじめに 

 走査型電子顕微鏡(SEM)は電子線を照射され

た試料から放出される信号を検出して、表面観

察を行う装置です。光学顕微鏡と比較して焦点

深度が深く、試料表面の微細な凹凸形状の情報

を得られるのが特徴です。 

 SEM による微細構造の観察では、主に二次電

子と呼ばれる入射電子により試料から弾き出さ

れた電子が利用されていますが、図１のように

試料からは特性X線や反射電子なども同時に放

出されています。反射電子は二次電子と比べて

エネルギーが大きく、試料の成分構成や結晶方

位、形状によるコントラストの大きな像が得ら

れます。 

 今回は成分構成を反映した反射電子像につい

て紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

２．反射電子像について 

 反射電子とは試料に照射された電子の一部が、

試料中の原子によって弾き返され、再び試料表

面から飛び出した電子です。放出される反射電

子の量は、試料を構成する元素の原子番号に大

きく依存します。原子番号が大きい(重い元素)ほ

ど、反射電子の放出量が大きくなるので、形成

される像は明るく映ります。そのため、反射電

子像では試料表面の成分構成の分布が明暗のコ

ントラストとして現れます。この特性は二次電

子像では分かりにくい異物や、複合材料におけ

る成分の偏りを識別するのに適しています。 

３．金属表面上の異物観察事例 

 金属表面上の付着物を二つの信号モードで観

察した例を図２、図３に示します。図 2 は二次

電子像であり、付着物は細かな粒子が凝集して

いる様子がわかります。一方で同じ場所を反射

電子像で観察すると、図 3 に示すように金属部

分に比べて中央の付着物は黒く(暗く)写っており、

金属よりも原子番号が小さい、有機物や錆のよ

うな軽元素主体の物質であると推定できます。

また、構成成分による明暗のコントラスト差が

大きいため、細かな付着物(矢印部)の分布状況が

明瞭になりました。 

 このように、反射電子像では信号電子を選択

することで成分構成の違う領域を強調できます。

この領域を局所的にエネルギー分散型 X線分光

分析で構成元素を調べることで、効率的な異物

分析が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

 産業技術センターでは、(公財)JKAの 2024年

度補助事業により走査電子顕微鏡 JSM-

IT710HR を新たに導入しました。大型試料も高

倍率で観察、分析が可能になりました。是非ご

活用ください。 

SEM 観察における反射電子像  

 

図２ 金属表面上の付着物(二次電子像)

 

図３ 金属表面上の付着物(反射電子像) 

50μm 

50μm 
 

図１ 試料から放出される信号 

産業技術センター 金属材料室 森田晃一 (0565-45-5645) 

研究テーマ： 陽極酸化処理 

担当分野   ： 金属表面処理 

https://www.aichi-inst.jp/other/aisanken_news/
https://www.aichi-inst.jp/sangyou/
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１．はじめに 

 食品製造業では、消費者に対して安全で信頼

される食品を提供することが求められます。そ

のため、食品の安全性を高めることを目的に、

加熱や加圧によって食品を殺菌することがあり

ます。また、微生物の増殖を防ぐために、食品添

加物を添加したり、脱酸素剤を封入したりする

などして、保存性を高める工夫を行っています。 

 しかし、まれに微生物の増殖によって食品が

腐敗・変敗してしまうことがあります。このよう

な場合、原因となった微生物を特定し、再発防

止策を講じることが重要です。 

 微生物の同定には様々な試験方法があります

が、ここでは DNA 解析システムを用いた同定

試験についてご紹介します。 

２．微生物同定試験の方法 

 微生物の同定試験では、PCR法で増幅させた

DNAの塩基配列を解析します。塩基配列とは、

アデニン(A)、グアニン(G)、シトシン(C)、チミ

ン(T)の4種類から構成されており、これらが特定

の順番に並ぶことによって、遺伝情報が形成さ

れます。塩基配列は、微生物ごとに配列順序が

異なります。得られた塩基配列をデータベース

と照合することで、微生物の種類を同定するこ

とができます。 

３．ＤＮＡ解析システムを用いた試験例 

 膨張した白桃ゼリーの試験例についてご紹介

します。 

 まず、白桃ゼリーから微生物を分離してPDA

培地で培養したところ、図１のようなコロニー

を得ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 得られたコロニーを採取し、DNAを抽出、PCR

法で増幅しました。そしてDNA解析システムを

用いて、図２のような993塩基から構成された塩

基配列を解析しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この塩基配列について、データベースと照合

したところ、白桃ゼリーから分離した微生物は、

「Byssochlamys nivea」と同定されました。

Byssochlamys niveaは果物に付着していること

が多いため、原料である白桃果汁に菌が存在し

ていたことが原因だと考えられました。この微

生物は耐熱性かびであり、通常のゼリーの加熱

殺菌では死滅しないため、原料である白桃果汁

を加熱殺菌1)してから、ゼリーに使用するよう対

策を取ることにしました。 

４．おわりに 

 微生物の同定試験は、食品の腐敗・変敗の原

因解明とその対策立案に役に立つため、食品の

安全性向上につながります。 

 食品工業技術センターでは、微生物に関する

様々な研究や依頼試験を行っています。また、

食品の衛生管理や賞味期限・消費期限設定など

についても支援しています。お気軽にご相談く

ださい。 

参考文献 

1) 日渡美世、耐熱性かびの加熱による制御、

あいち産業科学技術総合センターニュース 

2017年9月号 

微生物同定試験による食品の変敗原因の解明  

食品工業技術センター  分析加工技術室  鈴木萌夏 (052-325-8093) 

研究テーマ： セルロース加工品の和菓子利用に向けた特性評価 

担当分野   ： 食品化学、微生物 

図１ PDA培地に生育したコロニー 

 

図２ 解析した塩基配列(一部抜粋) 

 

https://www.aichi-inst.jp/other/aisanken_news/
https://www.aichi-inst.jp/shokuhin/
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図１ 羊毛の電子顕微鏡写真 

尾張繊維技術センター 素材開発室 廣瀬繁樹 (0586-45-7871) 

研究テーマ： 光による繊維製品の変退色挙動 

担当分野   ： 染色整理加工 

図３ 毛髪の電子顕微鏡写真 

10µm 

10µm 

10µm 

１．はじめに 

 動物繊維は、動物の体毛などから採取される

繊維で、天然繊維の一つに分類されています 1)。

羊毛をはじめ、山羊(やぎ)や兎から採取されるカ

シミヤ、モヘヤ、アンゴラなどが代表的で、衣類

などの繊維製品に利用されています。 

 これらの繊維の特徴として、ウロコのように

繊維表面を覆っている、「スケール」と呼ばれる

表皮が挙げられます。これが表面に撥水性を与

え、光沢 2)に影響します。また、スケールと同様

の構造が、ヒトの毛髪にもあり、「キューティク

ル」と呼ばれています。 

 スケールの形状は、動物の種類で異なるため、

顕微鏡観察による繊維鑑別に利用されることが

あります 3),4)。本稿では、代表的な動物繊維や毛

髪について、電子顕微鏡写真を基に、表面に見

られる特徴を紹介します。 

２．繊維や毛髪について 

2-1.羊毛 

 羊毛の表面には、ウロコのように重なり合っ

たスケールを明確に確認することができます(図

１)。 このスケールの凹凸により、光が乱反射す

るため、光沢が適度に抑えられます 4)。また、繊

維径は、おおよそ数十 µm です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2.モヘヤ 

 モヘヤは、アンゴラ山羊の毛から採取される

繊維です。繊維径は羊毛と同様です。スケール

は見られるものの、図１の羊毛と比べて、凹凸

が明確でなく、平滑な形状であることが特徴で

す(図２)。その結果、光沢に富んでいます 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3.毛髪 

 ウロコ状のキューティクルで覆われており、

その間隔が狭く、きめ細かいです。羊毛と比べ

て太く、おおよそ 3～4 倍です(図３)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．電子顕微鏡について 

 本稿で紹介した電子顕微鏡写真は、尾張繊維

技術センターが保有する走査電子顕微鏡(日本電

子(株)製 JSM-6010LA)で撮影されたものです。

主に 400 倍から 3000 倍で観察しています。 

 また、エネルギー分散型 X 線分析装置を使用

して、試料表面の元素分析ができます。表面に

付着した異物の推定などに活用しています。 

４．おわりに 

 当センターでは電子顕微鏡による分析以外に

も、繊維に関する技術相談を行っています。是

非ご活用下さい。 
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図２ モヘヤの電子顕微鏡写真 
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